
ロ

発
電
用
原
子
炉
施
設
の
設
計
及
び
工
事
に
関
す
る
こ
と
。

﹇
号
の
細
分
を
加
え
る
。﹈

ハ

発
電
用
原
子
炉
施
設
の
巡
視
（
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
に
実
施
す
る
も
の
に
限
る
。）に
関

す
る
こ
と
。

﹇
号
の
細
分
を
加
え
る
。﹈

ニ

発
電
用
原
子
炉
施
設
の
点
検
等
の
方
法
、
実
施
頻
度
及
び
時
期
（
発
電
用
原
子
炉
の
運
転
中
及
び
運
転

停
止
中
の
区
別
を
含
む
（
法
第
四
十
三
条
の
三
の
三
十
四
第
二
項
の
認
可
を
受
け
た
も
の
を
除
く
。）。）に

関
す
る
こ
と
。

ロ

発
電
用
原
子
炉
施
設
の
点
検
、
試
験
、
検
査
、
補
修
、
取
替
え
及
び
改
造
等
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て

「
点
検
等
」
と
い
う
。）の
方
法
、
実
施
頻
度
並
び
に
時
期
（
発
電
用
原
子
炉
の
運
転
中
及
び
運
転
停
止
中

の
区
別
を
含
む
（
法
第
四
十
三
条
の
三
の
三
十
四
第
二
項
の
認
可
を
受
け
た
も
の
を
除
く
。）。）に
関
す
る

こ
と
。

ホ

発
電
用
原
子
炉
施
設
の
工
事
及
び
点
検
等
を
実
施
す
る
際
に
行
う
保
安
の
確
保
の
た
め
の
措
置
に
関
す

る
こ
と
。

ハ

発
電
用
原
子
炉
施
設
の
点
検
等
を
実
施
す
る
際
に
行
う
保
安
の
確
保
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
こ
と
。

ヘ

発
電
用
原
子
炉
施
設
の
設
計
、
工
事
、
巡
視
及
び
点
検
等
の
結
果
の
確
認
及
び
評
価
の
方
法
に
関
す
る

こ
と
。

ニ

発
電
用
原
子
炉
施
設
の
点
検
等
の
結
果
の
確
認
及
び
評
価
の
方
法
に
関
す
る
こ
と
。

ト

ヘ
の
確
認
及
び
評
価
の
結
果
を
踏
ま
え
て
実
施
す
べ
き
処
置
（
品
質
管
理
基
準
規
則
第
二
条
第
二
項
第

七
号
に
規
定
す
る
未
然
防
止
処
置
を
含
む
。）に
関
す
る
こ
と
。

ホ

ニ
の
確
認
及
び
評
価
の
結
果
を
踏
ま
え
て
実
施
す
べ
き
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
点
検
等
の
方
法
、
実
施

頻
度
及
び
時
期
の
是
正
処
置
並
び
に
予
防
処
置
に
関
す
る
こ
と
。

チ

発
電
用
原
子
炉
施
設
の
施
設
管
理
に
関
す
る
記
録
に
関
す
る
こ
と
。

ヘ

発
電
用
原
子
炉
施
設
の
保
守
管
理
に
関
す
る
記
録
に
関
す
る
こ
と
。

五

施
設
管
理
方
針
、
施
設
管
理
目
標
及
び
施
設
管
理
実
施
計
画
を
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
掲
げ
る
期
間
ご
と
に
評

価
す
る
こ
と
（
次
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
に
規
定
す
る
措
置
を
除
く
。）。

五

発
電
用
原
子
炉
施
設
の
保
守
管
理
方
針
、
保
守
管
理
の
目
標
及
び
保
守
管
理
の
実
施
に
関
す
る
計
画
を
、

そ
れ
ぞ
れ
次
に
掲
げ
る
期
間
ご
と
に
評
価
す
る
こ
と
（
次
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
に
規
定
す
る
措
置
を
除

く
。）。

イ

施
設
管
理
方
針
及
び
施
設
管
理
目
標
に
あ
っ
て
は
、
一
定
期
間

イ

保
守
管
理
方
針
及
び
保
守
管
理
の
目
標
に
あ
っ
て
は
、
一
定
期
間

ロ

施
設
管
理
実
施
計
画
に
あ
っ
て
は
、
前
号
イ
に
規
定
す
る
期
間

ロ

保
守
管
理
の
実
施
に
関
す
る
計
画
に
あ
っ
て
は
、
前
号
イ
に
規
定
す
る
期
間

六

前
号
の
評
価
を
実
施
す
る
都
度
、
速
や
か
に
、
そ
の
結
果
を
施
設
管
理
方
針
、
施
設
管
理
目
標
又
は
施
設

管
理
実
施
計
画
に
反
映
す
る
こ
と
。

六

前
号
の
評
価
を
実
施
す
る
都
度
、
速
や
か
に
、
そ
の
結
果
を
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
保
守
管
理
方
針
、
保

守
管
理
の
目
標
又
は
保
守
管
理
の
実
施
に
関
す
る
計
画
に
反
映
す
る
こ
と
。

七

発
電
用
原
子
炉
の
運
転
を
相
当
期
間
停
止
す
る
場
合
そ
の
他
発
電
用
原
子
炉
施
設
が
そ
の
施
設
管
理
を
行

う
観
点
か
ら
特
別
な
状
態
に
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
状
態
に
応
じ
て
、
前
各

号
に
掲
げ
る
措
置
に
つ
い
て
特
別
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

七

発
電
用
原
子
炉
の
運
転
を
相
当
期
間
停
止
す
る
場
合
そ
の
他
発
電
用
原
子
炉
施
設
が
そ
の
保
守
管
理
を
行

う
観
点
か
ら
特
別
な
状
態
に
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
状
態
に
応
じ
て
、
前
各

号
に
掲
げ
る
措
置
に
つ
い
て
特
別
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

２

発
電
用
原
子
炉
設
置
者
は
、
次
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
に
よ
り
長
期
施
設
管
理
方
針
を
策
定
し

た
と
き
又
は
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
長
期
施
設
管
理
方
針
を
変
更
し
た
と
き
は
、
こ
れ
を
前
項
第
一
号
の

規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
施
設
管
理
方
針
に
反
映
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

発
電
用
原
子
炉
設
置
者
は
、
次
条
第
一
項
、
第
二
項
若
し
く
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
長
期
保
守
管
理
方
針

を
策
定
し
た
と
き
又
は
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
長
期
保
守
管
理
方
針
を
変
更
し
た
と
き
は
、
こ
れ
を
前
項

第
一
号
の
保
守
管
理
方
針
に
反
映
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
経
年
劣
化
に
関
す
る
技
術
的
な
評
価
）

（
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
経
年
劣
化
に
関
す
る
技
術
的
な
評
価
）

第
七
十
七
条

法
第
四
十
三
条
の
三
の
二
十
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
は
、
運
転
を
開

始
し
た
日
以
後
三
十
年
を
経
過
し
て
い
な
い
発
電
用
原
子
炉
に
係
る
発
電
用
原
子
炉
施
設
に
つ
い
て
、
発
電
用

原
子
炉
の
運
転
を
開
始
し
た
日
以
後
三
十
年
を
経
過
す
る
日
ま
で
に
、
次
に
掲
げ
る
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

第
七
十
七
条

﹇
同
上
﹈

一

﹇
略
﹈

一

﹇
同
上
﹈

二

前
号
の
技
術
的
な
評
価
に
基
づ
き
、
十
年
間
に
実
施
す
べ
き
当
該
発
電
用
原
子
炉
施
設
に
つ
い
て
の
施
設

管
理
に
関
す
る
方
針
を
策
定
す
る
こ
と
。

二

前
号
の
技
術
的
な
評
価
に
基
づ
き
、
十
年
間
に
実
施
す
べ
き
当
該
発
電
用
原
子
炉
施
設
に
つ
い
て
の
保
守

管
理
に
関
す
る
方
針
を
策
定
す
る
こ
と
。

２

法
第
四
十
三
条
の
三
の
二
十
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
は
、
運
転
を
開
始
し
た
日

以
後
三
十
年
を
経
過
し
た
発
電
用
原
子
炉
（
法
第
四
十
三
条
の
三
の
三
十
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
認
可
を
受

け
た
も
の
に
限
る
。）に
係
る
発
電
用
原
子
炉
施
設
に
つ
い
て
、
発
電
用
原
子
炉
の
運
転
を
開
始
し
た
日
以
後
四

十
年
を
経
過
す
る
日
ま
で
に
、
安
全
機
器
等
及
び
常
設
重
大
事
故
等
対
処
設
備
に
属
す
る
機
器
等
の
経
年
劣
化

に
関
す
る
技
術
的
な
評
価
を
行
い
、
こ
の
評
価
の
結
果
に
基
づ
き
、
法
第
四
十
三
条
の
三
の
三
十
二
第
二
項
の

規
定
に
よ
る
認
可
を
受
け
た
延
長
す
る
期
間
が
満
了
す
る
日
ま
で
の
期
間
に
お
い
て
実
施
す
べ
き
当
該
発
電
用

原
子
炉
施
設
に
つ
い
て
の
施
設
管
理
に
関
す
る
方
針
を
策
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

法
第
四
十
三
条
の
三
の
二
十
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
は
、
運
転
を
開
始
し
た
日

以
後
三
十
年
を
経
過
し
た
発
電
用
原
子
炉
（
法
第
四
十
三
条
の
三
の
三
十
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
認
可
を
受

け
た
も
の
に
限
る
。）に
係
る
発
電
用
原
子
炉
施
設
に
つ
い
て
、
発
電
用
原
子
炉
の
運
転
を
開
始
し
た
日
以
後
四

十
年
を
経
過
す
る
日
ま
で
に
、
安
全
機
器
等
及
び
常
設
重
大
事
故
等
対
処
設
備
に
属
す
る
機
器
等
の
経
年
劣
化

に
関
す
る
技
術
的
な
評
価
を
行
い
、
こ
の
評
価
の
結
果
に
基
づ
き
、
法
第
四
十
三
条
の
三
の
三
十
二
第
二
項
の

規
定
に
よ
る
認
可
を
受
け
た
延
長
す
る
期
間
が
満
了
す
る
日
ま
で
の
期
間
に
お
い
て
実
施
す
べ
き
当
該
発
電
用

原
子
炉
施
設
に
つ
い
て
の
保
守
管
理
に
関
す
る
方
針
を
策
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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